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15 指－１ 難治がんの総合的な対策に関する研究 

 
              

        主任研究者 国立がんセンター中央病院 野 村 和 弘 
 

の要旨 
んの代表として肺がん、膵がん、その他各臓器の進行がんを取り上げ、以下のよう

成で総合的な研究を展開した。1)肺がんの新たな診断・治療法の開発、2) WT1 ペプ

いたがんの免疫療法の第 I/II 相臨床試験の体制の確立、3)局所進行肺がん手術のた

描出方法と手術適応拡大に関する研究、4)がんの遺伝子治療を目標とした効果的薬

ットに関する研究、5)がん情報の高次利用による難治がん対策、6)肝微小環境の血

基づいた肝細胞がんの治療開発、7)進行膵がんの治療法の開発に関する研究。その

) CAD システムは、偽陰性率では読影医と同等以上の結果を示した。誤診予防に有効。

I/II 相臨床試験を実施し、重大な有害事象無く、且つ有効性も示唆された。3)過去

治療成績の解析では、局所浸潤部の完全切除で予後良好群の存在を認めた。4)膜透

チドであるオクタアルギニン(R8)による遺伝子導入システムの構築にも成功。5)全

がん専門施設におけるがん情報の高次利用を検討した。6)癌細胞で簡便に肝転移を形

ステムを考案した。7)FU 併用多分割照射放射線療法の臨床試験、5-FU 併用放射線療

(GEM)/5-FU 併用補助化学療法の臨床試験を実施している。 

所属施設 

   所属施設および職名       分担研究課題 

弘  国立がんｾﾝﾀｰ中央病院 病院長  全体計画と総括  

光  国立がんｾﾝﾀｰ          肺がんの新たな診断・治療法の開発に関する研究  

がん予防検診研究ｾﾝﾀｰ 室長    

子  国立がんｾﾝﾀｰ中央病院 医長   肺がんの新たな診断・治療法の開発に関する研究 

馨  国立がんｾﾝﾀｰ東病院  医長     肺がんの新たな診断・治療法の開発に関する研究 

太  茨城県立中央病院        肺がんの新たな診断・治療法の開発に関する研究 

茨城県地域がんｾﾝﾀｰ長      

元  国立がんｾﾝﾀｰ中央病院      肺がんの新たな診断・治療法の開発に関する研究 

   がん予防検診研究ｾﾝﾀｰ 総合検診室長 

明  国立がんｾﾝﾀｰ中央病院 医長   肺がんの新たな診断・治療法の開発に関する研究 

彦  杏林大学医学部 助教授        肺がんの新たな診断・治療法の開発に関する研究 

夫  大阪大学大学院 教授      白血病に対する WT１ペプチドを用いた免疫療法 

郎  大阪大学大学院 教授      肺がんに対する WT１ペプチドを用いた免疫療法 

司  国立がんｾﾝﾀｰ研究所 主任研究官 造血幹細胞移植における WT１抗原に対する免疫応答 

徳  千葉大学大学院 教授         消化器がんに対する WT1 ペプチドを用いた免疫療法 

治  東京大学大学院 教授      がん特異的樹状細胞ワクチン開発のための基礎研究 

司  北海道大学大学院 教授     BCG-CWS などのアジュバントの作用機序 

孝  国立がんｾﾝﾀｰ中央病院      脳腫瘍に対する WT１ペプチドを用いた免疫療法 

介  国立がんｾﾝﾀｰ中央病院 副院長  局所進行肺がん手術のための画像抽出方法と  
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手術適応拡大に関する研究 

中 川   健  癌研究会附属病院 副院長    局所進行肺がん手術のための画像抽出方法と 

手術適応拡大に関する研究 

横 井 香 平  *1 栃木県立がんｾﾝﾀｰ 部長     局所進行肺がん手術のための画像抽出方法と 

        *2名古屋大学大学院 助教授    手術適応拡大に関する研究 

中 山 治 彦  神奈川県立がんｾﾝﾀｰ 部長    局所進行肺がん手術のための画像抽出方法と 

手術適応拡大に関する研究 

上 甲   剛  大阪大学大学院 教授      局所進行肺がん手術のための画像抽出方法と 

手術適応拡大に関する研究 

渡 辺 俊 一  国立がんｾﾝﾀｰ中央病院        局所進行肺がん手術のための画像抽出方法と 

手術適応拡大に関する研究 

萩 原 兼 一  大阪大学大学院 教授         局所進行肺がん手術のための画像抽出方法と 

手術適応拡大に関する研究 

松 村 保 広  国立がんｾﾝﾀｰ研究所支所 部長   がん治療における薬剤ターゲティングに関する 

基礎的臨床的研究 

原 島 秀 吉  北海道大学大学院 教授        目的遺伝子の発現のための DNA 細胞内 

trafficking の研究 

宮 岸    真  東京大学大学院 助手      遺伝子治療における RNAi の研究 

片 岡 一 則  東京大学大学院 教授         がん治療におけるミセル体の研究 

西 尾 和 人  国立がんｾﾝﾀｰ研究所 室長       DNA のデリバリーに関する研究 

丸 山 一 雄  帝京大学薬学部 教授         遺伝子治療におけるリポソームの研究 

村 上   章  京都工芸繊維大学 教授        遺伝子治療におけるアンチセンスの研究開発  

若 尾 文 彦  国立がんｾﾝﾀｰ中央病院 医長    がん情報の高次利用による難治がん対策 

平 賀 博 明  国立札幌病院          がんﾈｯﾄﾜｰｸにおける骨軟部腫瘍ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの構築 

大 松 広 伸  国立がんｾﾝﾀｰ東病院            肺癌 CT 画像情報の高次利用 

関 口 隆 三  国立がんｾﾝﾀｰ東病院 医長       がん画像情報のネットワーク利用に関する研究 

澤 木   明  愛知県立がんｾﾝﾀｰ 医長     超音波内視鏡下穿刺法を中心とした 

消化器病変に対する診断方法の検討 

石 川 光 一  国立がんｾﾝﾀｰ研究所            がん診療情報の効率的な活用に関する研究 

黒 岩 俊 郎  国立病院九州がんｾﾝﾀｰ 医長   頭頚部癌に対する動注化学療法に関する研究 

河 村   進  国立病院四国がんｾﾝﾀｰ           地方がんセンターにおけるイントラネットを 

用いたクリニカルパス管理システムの構築 

津 田 敏 孝  国立病院呉医療ｾﾝﾀｰ         がん情報のネットワーク利用に関する研究 

松 本     恒  宮城県立がんｾﾝﾀｰ 部長     脳･頭頚領域解剖図譜のデータベース化 

高 野 英 行  千葉県がんｾﾝﾀｰ 部長      Multi-row detector CT(MDCT)画像の高次利用 

塩 山 靖 和  茨城県立中央病院  医長          ３D 画像による難治がんの診断 

佐々木 康 夫  岩手県立中央病院 部長        LCD モニタの肺病変検出能に関する研究 

野 津   聡  埼玉県立がんｾﾝﾀｰ 医長     MDCT および注腸 X 線画像を用いた腹部悪性腫瘍の 

病態診断 

小 田 純 一  新潟県立がんｾﾝﾀｰ 部長       がん診療のための院内医用画像データベースの 

構築に関する研究 

佐 竹 光 夫  国立がんｾﾝﾀｰ中央病院 医長   動物用 IVR-CT の開発 

荒 井 保 明  *3 愛知県がんｾﾝﾀｰ 部長      肝の微小循環における客観的指標の 

*4 国立がんｾﾝﾀｰ中央病院 部長   構築に関する研究 
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松 井     修  金沢大学大学院 教授       生体顕微鏡を用いた肝微小循環の研究 

阪 口   浩  奈良県立医科大学 講師      新しい塞栓物質の安全性に関する研究 

東 原 秀 行  福岡大学病院 講師           肝細胞がんに対する肝静脈一時閉鎖による投与法  

に関する研究 

西 田 博 利  国立療養所南九州病院 医長   新しい塞栓物質の開発 

林    孝 行 *5 国立がんｾﾝﾀｰ東病院       薬理学的投与法の標準化に関する研究 

        *6 愛知県がんｾﾝﾀｰ 医長 

村 山 貞 之  琉球大学附属病院 教授       閉鎖循環を用いた臨床応用の研究 

村 田    智  日本医科大学 講師        閉鎖循環を用いた肝細胞がんに対する投与法の研究 

山 崎    晋  国立栃木病院 副院長      ＴＮＭ分類に関する研究  

執 印 太 郎  高知医科大学医学部 教授    本邦 Von Hippel Lindau 病の研究  

高 安 賢 一  国立がんｾﾝﾀｰ中央病院 医長     肝の血流動態の変化に基づく治療前後の肝癌の 

画像診断の研究 

奥 坂 拓 志  国立がんｾﾝﾀｰ中央病院 医長   進行膵がんの治療法の開発 

池 田 公 史  国立がんｾﾝﾀｰ中央病院 医長    進行膵がんの治療法の開発 

筧   善 行  香川大学医学部 教授      難治性前立腺がんの病勢予測マーカーと 

治療法の開発に関する研究 

 佐 野   武  国立がんｾﾝﾀｰ中央病院 医長     胃切除後の代謝生理、 

特に血糖変動と対策についての研究 

 
*1：平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 5 月 15 日      *4：平成 16 年 6 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日    

*2：平成 16 年 5 月 16 日～平成 17 年 3 月 31 日      *5：平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 10 月 31 日  
*3：平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 5 月 31 日      *6：平成 16 年 11 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日 
 
総括研究報告 

 

１ 研究目的 

 本研究班は難治がんを対象とし、近未来において実質的な

臨床研究に発展させられうる萌芽的研究、さらには標準的医

療へ発展させられうる臨床試験の大規模試験に入る前の基本

的要素を確認する研究に的を絞って進めている。「難治がん」

の一般的な認識は、肺、肝、胆、膵がんなど早期発見が難し

く、かつ仮に早期発見できても早期から浸潤転移の傾向を示

す生物学的特性のため治療成績の不良ながんを指すことが多

い。しかし、どの臓器に発生したがんも進行してしまうと治

療は困難になり、転移を有するがん、あるいは局所進行がん、

根治療法後の再発がんなども難治がんと見なすことができる。

また、胆嚢、胆道がんのように解剖学的位置からの切除困難

性に基づく考え方や、胃のスキルスがんや脳のグリオブラス

トーマのように組織型の特性に由来する治療の困難性に基づ

く考え方もある。このように、難治がんとしていく分広い定

義のもとに各種臓器がんをとらえ、治療困難 

ながんの治療成績を向上させるために考えられる対策の総合

的な展開を本研究の目的とした。具体的には７つの小班構成

で研究を進めた。その他にも TNM 分類に関する研究や、von 

Hippel Lindau病に関する研究など個別研究も進めた。 

 

２ 研究成果 

本年度の成果は以下のごとくである。 

１）肺がんの新たな診断・治療法の開発に関する研究 

(1)ＣＡＤシステムの有効性の検討 

これまでに肺がんの診断・治療の現状を分析すると共に要素

技術の開発を進めた。ヘリカルCT導入後爆発的に増加した撮

影枚数の読影は、読影医に過重な労力を必要とする。しかも

一つの見落としも許さないことが基本的な要件である。従来

のＣＡＤシステムへの要求は完璧な診断精度であるが、この

開発には未だ時間を要する。そこで、見落としの補完的意味

でのＣＡＤシステムの応用を考えた。精度の有効性の検討の

ために、多数の病変が出現する進行大腸がん38例を対象にＣ

ＡＤ装置（ImageCheckerR CTLN-1000）を評価した。読影は

CT 検診熟練医、呼吸器専門医、研修医、ＣＡＤ装置で行い、

判定基準は読影医の合議と１年後の経過観察にて判明した結

果とを勘案して検討した。それぞれの偽陰性率は合議と経過

観察の順で、31.3%と22.2%、31.3%と22.2%、25.0%と11.1%、
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18.9%と11.1%で、擬陽性症率は18.2%と27.9%、4.5%と17.2%、

22.7%と31.0%、77.3%と75.9%であった。いずれの場合でも偽

陰性率ではＣＡＤ装置は読影医と同等以上の結果を示し、偽

陽性率では大きく劣っていた。検診の本質として擬陽性例の

発生は免れないが、１年の経過観察でほぼ転移が確定された

結果、各読影医の擬陽性率は増加したがＣＡＤ装置では一定

しているため、その検出アルゴリズムが適切であったことが

推定される。通常のＣＡＤ装置で感度を上げると、非常に多

くのCTスライスで異常を指摘してしまうことを考えた場合、

今回のＣＡＤ装置は症例毎でも偽陽性は少なく、実用域に入

ったと考えられる。  

(2)局所麻酔下胸腔鏡を用いての胸膜・抹消肺病変に対する早

期診断法の開発 

昨年度の検討に引き続き研究を進めている。局所麻酔下胸腔

鏡検査50例の検討の結果、内科医でも合併症無く施行可能で、

入院～ドレナージ期間の短縮(10.5日から5.6日)が可能であ

った。悪性疾患を持つ34胸膜炎症例の胸腔鏡による確定診断

率は 93.5%であり、胸水細胞診のみの診断率は特に肺がん以

外では 60%と低いなど、局所麻酔下胸腔鏡検査は有意義であ

ると考えられた。 

 

２）WT1ペプチドを用いた癌の免疫療法の第Ⅰ/Ⅱ相臨床試験 

目的：改変型WT1ペプチド（CYTWNQMNL）3.0 mg / body、毎

週1回、計12回の投与の安全性（第Ⅰ相）と有効性（第Ⅱ相）

を明らかにすること 

方法：改変型WT1ペプチドをMontanide ISA51アジュバント

とともに3.0 mg / body、週1回、計12回、皮内注射する。 

対象患者：a) WT1 を発現している白血病及び固形癌、b) 

HLA-A*2402、c) 年齢16-80才、d) PS 0-2、e) 他に治療法

がないか、本人が希望した患者 

結果：(1) WT1ワクチン投与患者の内訳：合計59人の癌患者

にWT1 ワクチンを投与した。内訳は、呼吸器癌8人（肺癌6

人、胸腺癌1人、悪性中皮腫1人）、消化器癌11人（大腸癌

7人、膵癌2人、食道癌1人、胃癌1人）乳癌7人、脳腫瘍

（グリオブラストーマ）8人、骨・軟部腫瘍6人（MFH1人、

PNET2人、線維肉腫1人、軟骨肉腫2人）、婦人科癌6人（子

宮頚癌1人、子宮体癌1人、子宮平滑筋肉腫1人、卵巣癌2

人、卵管癌1人）、腎癌1人、血液悪性疾患12人（AML6人、

MDS1人、CMMoL1人、多発性骨髄腫4人） 

(2) 安全性（第Ⅰ相臨床試験）：第I/II相臨床試験の、第Ⅰ

相部分に登録された適格患者10例（乳癌2例、脳腫瘍5例、

MFH1例、PNET1例、大腸癌1例）の解析を行い、本投与スケ

ジュール（１回投与量: 3.0mg）による改変型WT1ペプチド免

疫療法（WT1 ペプチド毎週投与療法）の安全性を評価した。

第Ⅰ相に関する安全性評価期間として定められた治療開始以

後4週間以内において、NCI-CTC 基準によるGrade 3 あるい

は 4 の毒性発現は観察されていない。以上の結果より、WT1

ペプチド毎週投与療法の安全性が確認された。これらの結果

に基づき、本レジメンによる第Ⅰ相臨床試験を終了し、個別

の癌種を対象としてWT1ペプチド療法の有効性を評価するた

め、第Ⅱ相臨床試験に移行することが妥当と考えられた。 

(3) 臨床的有効性：肺癌；12回の投与を終了した肺癌（腺癌）

2例中2例がSD。WT1ワクチン投与中の肺癌（扁平上皮癌）2

例中1例がSDで、1例がPD。胸腺癌1例はSD。乳癌；第Ⅰ

相臨床試験から第Ⅰ/Ⅱ相臨床試験に移行した1例では2年以

上にわたり、long SDである。WT1ワクチンの12回の投与が

終了した2例中1例はPRで、1例はPDであった。その他の4

例は12回終了前にPDであった。脳腫瘍（グリオブラストー

マ）；WT1 ワクチンの12 回の投与が終了した6例中、1 例が

PR、5例がSDであった。再発症例にWT1ワクチンを投与した

場合、ヒストリカルコントロールに比し、十分な生命予後の

延長が見られた。急性骨髄性白血病；分子再発2例、形態学

的再発4例にWT1ワクチンを投与したところ、分子再発1例

と、形態学的再発の1例で白血病細胞の増殖が抑制された。

分子再発の1例では、約6ヶ月間にわたって、分子再発から

形態学的再発への移行が抑制された。 

(4) 免疫学的効果：effector phaseのWT1特異的細胞傷害性

T細胞の増加と、臨床効果の発現との間に相関が見られた。 

(5) まとめ：改変型WT1ペプチド3.0 mg / body、毎週1回

の投与は、安全性に問題がない。WT1 ワクチンを投与された

進行癌患者にPR症例やSD症例が出現し、WT1 ワクチンの臨

床的有効性がconfirmされつつある。グリオブラストーマに

対しては、特に臨床効果が高いと考えられる。臨床効果発現

とeffector phaseのWT1特異的細胞傷害性T細胞の増加に相

関があると考えられる（第Ⅰ相臨床試験では、有意な相関が

見られた）。 

 

３）がん治療における薬剤ターゲティングに関する基礎的臨

床的研究 

本年度の重点目標としては非ウィルスベクターの開発である。

DNA 内包ミセルは従来のシステムと比較して100～1000 倍の

遺伝子発現活性を示すことが明らかになった。このような設

計は、siRNA のデリバリーシステムにおいても有効であり、

種々の内在性遺伝子に対するsiRNAの干渉作用が高分子ミセ

ルへの搭載によって大幅に増強された。パーフルオロプロパ

ンを内封したバブルリポソームを新規に考案し、超音波を用

いて薬物や遺伝子の非侵襲的な送達の基礎研究を行った。そ

の結果pDNA/protamine複合体を用いた場合に、バブルリポソ
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ームのキャビテーションにより発現の上昇がみられた。また、

トランスフェリン(Tf)レセプターを標的とした細胞内動態制

御システムのプロトタイプが完成した．Tfレセプターを介し

たエンドサイトーシスにより細胞内へ取り込ませ，エンドソ

ームからの脱出はpH-感受性ペプチドであるGALAにより脱出

可能であることを示した。また，膜透過性ペプチドであるオ

クタアルギニン(R8)による遺伝子導入システムの構築にも成

功し、アデノウイルスベクターと同等の遺伝子発現を有する

ことが分かった。  

 

４）血流動態に応じた治療法の開発に関する研究 

抗がん剤治療法効果に有用な高効率肝転移動物モデルの作成

を目的に、まず、癌細胞のカプセル化の研究として、300μm

のカプセルに癌細胞を封入する事に成功した。これを用いた

GFP を導入細胞の実験では、カプセル内で長期に生存し、１

ヶ月後でも蛍光を発しており高い生存性を示した。この実験

系を用いて、カプセルが時限的に破裂する3日前にヌードラ

ットの肝臓に経門脈的にカプセルを投与し、カプセル化して

いない a) Single cells, b) 比較的少数個のカプセル,c) 

Single cellsと同等細胞個数のカプセルの3群で肝転移の形

成能力を評価した。その結果、膵癌細胞の封入カプセルでは、

a)群では全く肝転移を形成せず、b)群では中等度の肝転移を

形成、c)群は正常肝組織がほとんど無い程の激しい転移を確

認した。 

このシステムにより、いかなる性質の癌細胞でも簡便に肝転

移を形成させることが可能となった。この事は、評価病変と

しての肝転移の数を厳密にコントロール出来る実験系を提供

することが可能となった訳で、MCの数を制御することにより

各種がん治療法の評価・開発がより客観的に行える有用なモ

デルと考えられる。 

 

５）進行膵がんの治療法の開発 

切除不能進行膵がんの遠隔成績はきわめて不良である。切除

不能進行膵がんは遠隔転移の有無から、局所進行例と遠隔転

移例に分けられる。これまでに行われた無作為化比較試験の

成績から、局所進行例には5-FU併用放射線療法が主な治療手

段として選択される。本研究班では切除不能進行膵がんに対

するより優れた治療法を開発することを目標に、5-FU併用多

分割照射放射線療法の臨床試験、および5-FU併用放射線療法

後の塩酸ゲムシタビン(GEM)/5-FU 併用補助化学療法の臨床

試験を実施している。 

(1) 5-FU併用多分割照射放射線療法の第Ⅰ相試験では、局所

進行膵がんに対しては多分割照射法を用いた放射線化学療法

の十分な検討がないため、5-FU併用多分割照射放射線療法の

第Ⅰ相試験を行った。放射線の推奨線量を決定するため、レ

ベル1（45.6 Gy）からレベル5（64.8 Gy）の5つのレベルを

設定し、5-FU は放射線の照射期間中、200 mg/m2/day を持続

静注投与した。その結果、悪心・嘔吐、食欲不振などの早期

毒性が認められたが、レベル5まで耐容性が確認された。第

Ⅰ相試験の成績に基づき、多分割照射 64.8Gy と 5-FU 200 

mg/m2/day 持続静注を併用し、第Ⅱ相試験を実施している。

2004年10月現在までに39例の局所進行膵癌患者が登録され

た。年齢の中央値は62歳（範囲35～74歳）で、男性21例、

女性18例であった。主な有害事象は、悪心、食欲不振などの

消化器毒性であるが、重篤な副作用は認めていない。今後、

生存期間を含め本治療の成績をさらに検討していく予定であ

る。 

(2) 5-FU 併用放射線療法後のGEM / 5-FU 併用補助化学療法

の第Ⅰ相試験 

5-FU 併用放射線療法後の補助化学療法としてGEM / 5-FU 併

用療法の推奨用量の決定することを目的に第Ⅰ相試験を実施

している。GEM は1000mg/m2に固定し、5-FUはレベル1（400 

mg/m2）とレベル2（500 mg/m2）の2レベルを設定した。これ

までにレベル1に3例が登録され投与量規制毒性を認めなか

ったため、現在レベル2にて登録を進めている。 

 

６）局所進行肺がん手術のための画像描出方法と手術適応拡

大に関する研究 

局所進行肺がんの手術のための画像描出方法と手術適応の拡

大として、(1) 3次元CT画像の位置合わせ処理の高速化、(2) 

CT画像によるリンパ節診断、(3) 3次元画像の遠隔操作、(4) 

術中CTによる縦隔リンパ節診断の可能性、(5) 術中CTガイ

ド下での正確な区域切除による手術適応の拡大の可能性につ

いて検討した。(1)については、肺においては解像度512×512

×295 の 3 次元 CT 画像に位置合わせはPentium3(1.0GHz)の

CPU を１個装備するパソコンでは17時間30分要するが、同

性能のCPU64台を高速ネットワークMyrinet2000で結合した

PC クラスターで約20 分の処理時間に高速化した。(2) thin 

section 造影CTによる縦隔リンパ節診断能を、16列のMDCT

を用い、時相別CT値変化による質的側面からの診断について

検討中。(3) 3 次元画像の遠隔操作大阪市内の大学病院と市

中病院との間で相手方病院の 3D 画像操作端末を遠隔操作す

るソフトを改良し、実用化のめどを得た。(4)術中CTによる

縦隔リンパ節転移の診断の検討。(5) 肺がんの手術に際し、

術中および術直後に CT による肺区域間を正確に把握しなが

ら行う区域切除によって肺機能を維持し、しかも根治性も維

持できる肺がん切除の適応拡大について検討に入った。 
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７）がん情報の高次利用による難治がん対策に関する研究 

全国 16 のがん専門施設を結んだがん診療情報ネットワーク

において難治がんの診療支援に利用できるがん情報の高次利

用について、難治がんの診断・治療方針の決定等に重要な判

断材料となる画像診断情報を中心に検討をすすめている。内

訳としては、(1) 新たな診断手技法として注目されている

multi-row detector CT（MDCT）の高次利用、(2) 従来から癌

診断の中心的存在であるヘリカルCTの高次利用、(3) ネット

ワーク・データベースシステムの高次利用である。成果の一

部を示せば、MDCTを用いたCT colonographyによる大腸癌診

断の検討で、仮想注腸像およびshaded Surface Display(SSD)、

MPR像、仮想内視鏡像の順に検出率が高いこと、(2)ヘリカル

CT の高次利用では、Gemcitabine 単独治療膵癌における CT

による予後因子を検討した結果、腫瘍内に不染域（壊死）が

少ない、後期濃染を有する場合に生存が期待できること、(3) 

ネットワークシステムの高次利用では、院内LANで利用でき

る①クリニカルパスデータベース、②外来通院治療の実績情

報データベースの構築を進めて、院内での診療支援について

検討を進めている。また、DICOM サーバを利用した遠隔画像

診断システムを構築し、運用・評価を実施している。さらに

③昨年度までの頭頸部領域に引き続き、脳神経領域図譜の構

築を行っている。④これらの個々の研究成果および関連症例

について、画像リファレンスデータベースに登録し、がん診

療情報ネットワーク上難治がん対策のための有益なコンテン

ツとして公開をおこなうことを目指している。 

 

８）その他 

(1) 本邦von Hippel-Lindau(VHL)病の研究 

VHL病は、小脳・脊髄や網膜などに血管腫を引き起こす遺伝

性腫瘍性疾患である。今回、VHL病患者におけるQOLの評価

について検討した結果、中枢神経系、特に脊髄や網膜の手術

回数、頻回の手術による機能障害と心身への影響がQOL値に

反映されている事が考えられた。また、全体的健康感が著し

く低値を示したことは、有効な治療法がないVHL病に対する

不安などが心理的な面に影響を及ぼしていると予測される。 

(2) PSA および生検病理所見から「小病巣・高分化」と推定

した前立腺癌の解析の悪性化への長期追跡調査および、(3) 

ＴＮＭ分類に関する研究では、それぞれの学会等が実施して

いる臓器がん登録で得られた膨大なデータをもとに、進行度

分類を制定し、検証する作業を行っている。 

 

３ 倫理面への配慮 

本研究での倫理面の配慮として動物実験では各動物実験施設

の実験動物取り扱い倫理規定に準拠して行う。いずれの臨床

試験の場合にも、プロトコールを作成し、倫理審査委員会の

承認を得た上で、患者からの文書および口頭による同意のも

とに進めた。また、対象患者のプライバシーに対する配慮と

して個人を特定できる情報はすべて削除して使用している。 
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